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令和 6 年 10 月 11 日（金） 

１４：００～１６：２０ 

ビルメンテナンス会館 ２階 

次 第 

（１） 開会のあいさつ 労務管理委員会 委員長 森井 博子 

（２） 労働安全衛生標語入選者表彰 

（３） 労働災害・無災害企業会員表彰 

（４） ヒヤリ・ハット活動報告入選者表彰 

（５） 来賓挨拶 

東京労働局 労働基準部 安全課長 伊藤 聖 様 

中央労働災害防止協会 理事長 竹越 徹 様 

（６） 緊急プログラム 

「ビルメンテナンス業における転倒災害防止の徹底について 

 ～ビルメンテナンス業で転倒災害が多発しています～」 

東京労働局 地方産業安全専門官 照井 健一 様 

（７） 講演「ビルメンテナンス業における化学物質管理のポイント」 

株式会社アムテック 代表取締役会長 矢部 要 様 

（８） 大会宣言  

労務管理委員会 労災収支改善小委員会 委員 林 幸一 

（９） 閉会のことば 

労務管理委員会 労災収支改善小委員会 副委員長 橋本 佳明 

1



令和 6年度 

労働安全衛生標語 入選者 

賞 標 語 
会 社 名 

氏 名 

金

賞 

ゼロ災害はいつの時代も変わらぬ願い 

ルールなくして安全なし 遂行しよう正しい手順と危険予知 

日本管財株式会社 

須藤 徹也 

銀

賞 

よく見て感じて危険を察知 未然に防いで周りに展開 

皆で築こう安全職場 

株式会社菱サ・ビルウェア 

瀬尾 奈々 

ぎりぎりセーフはアウトかも ゆとりで防ぐ 通勤災害 
株式会社ジャレック 

水漉 真 

銅

賞 

慣れると違う操作手順 慣れると怠る確認作業 

マニュアル順守でゼロ災害 

株式会社関東コーワ 

五十嵐 徳也 

「少しだけ」 いつもと違う手順無視 

やがて起こる大きな災害 今すぐ変えよう その意識 

横河東亜工業株式会社 

竹谷 光平 

「安」心は「全」員で作る 道「標」未来につなげる物「語」 

東京ガスファシリティ 

サービス株式会社 

新国 史章 

佳

作 

体調ヨシ！手順ヨシ！工具ヨシ！ 

指さし呼称で確認し、今日も 1 日ご安全に 

三井物産フォーサイト 

株式会社 

奥 俊隆 

見たつもりやったつもりに潜む事故、基本の確認もう一度 
株式会社アネシス 

髙橋 美恵 

その気付き 活かすあなたが 事故減らす 

皆で築こう 安全職場 

大星ビル管理株式会社 

中島 隆二 

ハッと気づく危険の芽 ヒヤリに潜む事故の元 

視野を広げて危険予知 

株式会社丸誠サービス 

廣瀬 稔 

（各賞 氏名 五十音順・敬称略）
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令和 6年度 

労働災害・無災害企業 会員 

賞 会 社 名 

７年間無災害 

技建開発株式会社 

サンブリヂビルテクノ株式会社 

東京コニックス株式会社 

5 年間無災害 

朝日管理株式会社 

トーシンファシリティーズ株式会社 

3 年間無災害 株式会社三宝工業 

（各賞 会社名 五十音順） 
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令和 6年度 

ヒヤリ・ハット活動報告 入選者 

# 報 告 タ イ ト ル 
会 社 名 

氏 名 

1 ワイヤーによる転倒及び墜落防止対策 

株式会社アドバンス・ 

シティ・プランニング 

西田 英雄 

2 給排気ファン点検足場（キャットウォーク）昇降口ふた改善 
株式会社小田急ビルサービス 

小川 元己 

3 どこにも繋がらない綱 
株式会社サンシン 

加村 啓 

4 排水ピットグレーチング開口部でのつまずき 

綜通アメニティサービス 

株式会社 

河野 智哉 

5 熱中症の危険を察知・リスクの軽減 

東京海上日動 

ファシリティーズ株式会社 

森原 光太郎 

6 カギ持ち出し管理 

東武ビルマネジメント 

株式会社 

斎藤 剛 

7 電気コードによる転倒 
株式会社芙蓉商会 

小﨑 幸路 

8 病院廃棄物による清掃員院内感染の危険性 
株式会社丸誠サービス 

松木 一也 

9 排水バルブ操作時 転落のおそれ 

三井物産フォーサイト 

株式会社 

山崎 加門 

（会社名 五十音順・敬称略） 
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1
担当者使用欄 

会社名 株式会社アドバンス・シティ・プランニング 

タイトル ワイヤーによる転倒及び墜落防止対策

い  つ 2024 年 7 月 2 日（ 火 ） 午前・午後 10 時 30 分ごろ 

ど こ で 屋上高架水槽の塔屋 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

日常点検及び業者による高架水槽清掃時 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

機器の落下防止用のワイヤーが張ってあり、視認が悪く作業にて荷物の移動時にワイヤーへ足を取られ墜落死

亡事故に繋がりかけた。 

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☒ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☒ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☒ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

視認性が悪く塔屋の端に設置されて

いる為、作業道具を置いたり取りに行

く際に足を取られやすかった。 

対策 

視認性と注意を促すため寅テープに

て施工した。 

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 銀座支店 氏  名 西田 英雄 

職  種 清掃・設備・警備・その他（ ） 性別・年齢 男性 45 歳 

ワイヤーが見えない

#1

5



ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 2 

担当者使用欄  

会社名 株式会社アドバンス・シティ・プランニング 

 

タイトル ワイヤーによる転倒及び墜落防止対策 

説明・イラスト・写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※先にシート 1を記入し、スペースが足りない場合にシート 2をご使用ください。 

施工後 施工前 

施工前 施工後 

落下防止機器 視認性を向上させ近づかないように周知徹底し

た。 

機材や道具も置場の位置を変更しワイヤー事態

に近づかないように周知した。 

 

転倒先が柵もなく墜落すると死亡事故に繋がる

場所の為、視認性と注意の両立が出来る寅テープ

施工と致しました。 

ワイヤー 
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1
担当者使用欄 

会社名 株式会社小田急ビルサービス 

タイトル 給排気ファン点検足場（キャットウォーク）昇降口ふた改善 

い  つ 2023 年 8 月 1 日（火） 午前・午後 10 時 00 分ごろ 

ど こ で 新宿西口地冷管理所 給排気ファン機械室 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

月 1 回実施している給排気ファン点検時。 

高さ 2ｍ程度の箇所に設置してある点検足場（キャットウォーク）の床面にある昇降口ふたの上を通過した際。 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

点検足場 （キャットウォーク）昇降口ふたが若干ずれて正しく収まっていなかった。それによりその上を通過

した際、昇降口ふたが外れ転落しそうになった。 

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☒ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☒ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☒ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

前回点検時、正しい位置に昇降口ふたを収めていな

い状態で点検を終了していた。 

昇降口ふたは重く、操作性も悪い。 

シート 2参照

対策 

昇降口ふたを中割れ構造でヒンジ開閉式に改造。ふ

たを閉めた時にずれが発生しない構造にした。 

中割れ構造にする事により、重さを分割。操作性を

改良した。 

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 新宿西口地冷管理所 氏  名 小川 元己 

職  種 清掃・設備・警備・その他（ 地冷 ） 性別・年齢 男 51 歳 

#2
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 2 

担当者使用欄  

会社名 株式会社小田急ビルサービス 

 

タイトル 給排気ファン点検足場（キャットウォーク）昇降口ふた改善 

説明・イラスト・写真 

 
左写真 ：昇降梯子下から見た写真 昇降口ふたを持ち上げ点検足場（キャットウォーク）へ移動する 

中央写真：昇降口ふたが正常に収まった状態 

左写真 ：昇降口ふたがずれて正しく収まっていない状態（ヒヤリハット発生時の状態） 

      ※ずれた状態を分かりやすくするためテープ貼付け                                                                      

     
改善前の昇降口ふたの重量 6.9 ㎏                                                                                                                                                                                                                                                     

 
昇降口ふたを中割れ構造でヒンジ開閉式に改良、ずれ発生防止及び軽量化する事が出来た。 

※先にシート 1を記入し、スペースが足りない場合にシート 2をご使用ください。 
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 株式会社サンシン 

タイトル どこにも繋がらない綱 

い  つ 2024 年 2 月 28 日（木） 午前 11 時 00 分ごろ 

ど こ で AIC 共同ビル人形町 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

窓の清掃作業時 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

命綱のメインとサブの綱を同じヒモから取ってしまい、 

ロープ始めたてであった私は「あぁ、このロープが切れたら死ぬんだ」と気が気じゃなかった。

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☐ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☐ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☒ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

・ロープを同じ色を使ってしまった。

・確認不足

対策 

・できるだけ違う色のロープを使う。

・降りる前に何度も確認。

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 氏  名 加村 啓 

職  種 清掃 性別・年齢 23 

#3
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 綜通アメニティサービス株式会社 

タイトル 排水ピットグレーチング開口部でのつまずき 

い  つ 2024 年 3 月 7 日（木） 午前・午後 3 時  00 分ごろ 

ど こ で 地下 2階機械室 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

機械室内での日常点検時、通路横の排水ピットグレーチング上を歩いた。 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

分割グレーチングの隙間に、足が嵌って転倒しそうになった。 

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☒ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☒ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☐ 無意識だった ☒ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

分割グレーチングが少しずつ滑って移動し、小さな

隙間が、大きくなっていったと思われる。 

対策 

隙間幅に合った鋼材で隙間を塞ぐとともに、不用意

にグレーチングの上を歩かないよう注意喚起とし

てトラテープを貼った。 

他の分割グレーチング設置箇所についても同様に

隙間が大きくなっていないか確認し、必要に応じて

対策をした上、今後は館内巡回等の作業時に隙間の

空き具合を目視点検する。 

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 A ビル 氏  名 河野 智哉 

職  種 清掃・設備・警備・その他（ ） 性別・年齢 男  45 歳 

#4
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 東京海上日動ファシリティーズ株式会社 

タイトル 熱中症の危険を察知・リスクの軽減 

い  つ 例年６月中旬～９月中旬 真夏日（最高気温３０℃）予報が始まり、終わるまでの期間 

ど こ で 主に建物外の清掃箇所において 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

主に空調の効いていない清掃箇所での長時間労働時 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

外構清掃や気温・湿度が高い環境での作業時に自身では気付かないうちに脱水症状を引き起こしており 

気付いた時には重症化しているというパターンが症例として多く、当現場の作業員に於かれても 

十分に可能性がある為、危険性を感じるに至る。 

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☒ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☐ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☒ 無意識だった ☒ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☒ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 対策①に関して 

熱中症は症状度合いがⅢまで達成すると 

明らかな異常を自身として認識するが 

ⅡやⅠでは季節として夏なので暑いのが 

当たり前であるという意識から気付きづらい。 

※ここでいう熱中症の重症度分類Ⅰ～Ⅲは

厚生労働省の定める基準。

↑センサー箇所     ↑検脈箇所に当てる様に装着 

主にフィットネスマシンを使用する際に装着する 

脈拍が測れるスマートウォッチをスタッフに装着させ 

外構の清掃をする際に夏場の体温の上昇に伴う脈拍の 

上昇アラートを使用者に合わせて設定。脱水状態が進行

すると脈拍は早くなる傾向にあるのでアラートが鳴った

際には一度避暑し、水分補給をするようにして頂いた。 

対策 

① 水分や塩分を摂るという対策だけではなく

自分自身の体調を自覚する為に

可視化出来るツールを使用する。

② 作業シフトに暑さ指数（ＷＢＧＴ）の

概念を組み込む。

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 都内複合スポーツセンター 氏  名 森原 光太郎 

職  種 清掃・設備・警備・その他（   ） 性別・年齢 男性 ３８歳 

#5
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 2 

担当者使用欄  

会社名 東京海上日動ファシリティーズ株式会社 

 

タイトル 熱中症の危険を察知・リスクの軽減 

前ページ「対策②」に関して 

 

３パターンのシフトを用意、暑さ指数により行動予定は変更する。 

① シフト…通年シフト・暑さ指数２１未満の際に使用 

② シフト…暑さ指数２１以上、２８未満の際に使用 

③ シフト…暑さ指数２８以上の際に使用 

暑さ指数により作業箇所の実施順番を変更し、極力熱中症リスクを軽減する。 

水分補給アラートは上記の赤い△の時間帯で脈拍を測る目的で装着したスマートウォッチが振動する様に 

なっており振動する時間はあくまで目安であり、その限りではない。〝喉が渇いたから飲む〟ではなく 

〝喉が渇いていなくても身体は乾いている〟という意識を持って頂くことが目的である。 

清掃員の高齢化は深刻化しており高齢になると汗を掻いた際に毛穴が詰まり体温調節が若年層と比べ 

難しくなる為、首や腕など汗を掻いたらハンカチや汗拭きシートで小まめに拭き取る事も意識づけしている。 

※先にシート 1を記入し、スペースが足りない場合にシート 2をご使用ください。 

熱中症リスクの高い 12 時～1４時は館内作業や休憩時間にあてる。 

②と同じ業務シフトだが、給水タイムを多く取る。 
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 東武ビルマネジメント株式会社 

タイトル カギ持ち出し管理

い  つ 2024 年 2 月  21 日（木） 午前・午後 6 時  20 分ごろ 

ど こ で 事業所事務所内 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

点検作業時に、事務所内のカギ保管棚からカギを持ちだした際に 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

カギ使用用紙に記入せずもちだし、作業後もカギ保管棚に返却するのを忘れてしまい、ハッとした

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☐ 見えにくかった ☒ 忘れていた ☐ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☐ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☒ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

・カギを棚から持ちだすときは、用紙に記入し、

所員から確認印をもらわなければならないが、

比較的短時間の持ち出しだったため、記入せず

に持ちだし、さらに返却を忘れてしまった。

用紙に記入して持ちだすという、手順の煩わ

らしさから怠ってしまったと考えられる

※別紙（シート２参照）

対策 

・事業所所員全員の名札を作成し、持ちだす際には 

札をカギ棚に掲げて、誰が持ちだしているかを、 

明確に掲示するようにした。 

・２個以上のカギを持ち出す際には、白札へ名前

を記入し、掲示するようにした。

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 池袋事業所 氏  名 斎藤 剛 

職  種 清掃・設備・警備・その他（   ） 性別・年齢 50 歳 

#6
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 2 

担当者使用欄  

会社名 東武ビルマネジメント株式会社 

 

タイトル カギ持ち出し管理 

説明・イラスト・写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※先にシート 1を記入し、スペースが足りない場合にシート 2をご使用ください。 

◆カギ借用時の記入用紙および記録簿 

用紙に記入後、記録簿へ綴じていた 

処置前 

処置後 処置後 

処置後 

◆カギ棚へ名札取付け 

◆カギ持ち出し時には名札を掲示する ◆２個以上カギを持ちだす際に記入する札 

記入用紙 
記録簿 
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 株式会社芙蓉商会 

タイトル 電気コードによる転倒 

い  つ ６年 ５月  １４日（ 火 ） 午前・午後  １１時  ００分ごろ 

ど こ で ビル共用部 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

ビルのエレベーターホールをポリッシャーで洗浄していた。 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

エレベーターからお客様が降りてきて、ポリッシャーの電気コードにつまずきそうになった。

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☐ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☒ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☒ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

お客様の歩行頻度が高い場所にコードを這わせて 

いた。 

看板は設置していたが、お客様が床のコードまで 

気にしていなかった。 

対策 

お客様の歩行頻度が高い場所にはコードを這わせ 

ず、歩行頻度の低い壁際を這わせるようにする。 

歩行頻度の高い場所にコードを這わせる場合は、 

その上に養生マットを敷いてコードを隠すととも 

にお客様に認識してもらう。 

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 都内 某ビル 氏  名 小﨑 幸路 

職  種 清掃・設備・警備・その他（   ） 性別・年齢 ５２歳 

#7
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 株式会社丸誠サービス 

タイトル 病院廃棄物による清掃員院内感染の危険性 

い  つ ２０２３年６月６日（水） 午前・午後 時 分ごろ 

ど こ で ８階 東病棟 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

洗浄室内の可燃ゴミを回収作業中 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

ゴミ箱よりゴミ袋を引き抜いた際、左腕、制服上着、マスクに血液がかかった。 

直ちに腕にかかった血液を水道水で洗い流し、病棟看護師責任者へ状況を伝える。 

看護師責任者が袋の中を確認すると血液のはいったシリンジ（注射器の筒の部分）が確認された。 

看護師責任者より感染管理室長へ状況を伝えたところ、今回の場合は目などに入っていなければ感染の危険は

なく受診は必要なしと指示をうけた。 

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☒ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☒ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☐ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☐ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

当該ゴミ箱の内部の管理はハウスキーパではなく

看護助手が行っているが、採血時に使用した注射器

のシリンジが誤ってゴミ箱に入っていた。 

当社は回収時のダストアップマニュアルを使用し

安全対策で手袋はしていた。 

シリンジ

ゴミ箱状況   当時の廃棄状況 

対策 

事前の安全対策として手袋は装着していたが、今後

の対策として、ゴーグル又は保護眼鏡、エプロン、

針対策の手袋を装着する。 

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 東日本第２事業部 環境３課 氏  名 松木 一也 

職  種 清掃・設備・警備・その他（   ） 性別・年齢 性別；男、年齢；５３歳 

#8
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ビルメンテナンス業 

ヒヤリ・ハット報告シート 1

担当者使用欄 

会社名 三井物産フォーサイト株式会社 

タイトル 排水バルブ操作時 転落のおそれ 

い  つ 2024 年 4 月 8 日（月）  午後 23 時 30 分ごろ 

ど こ で 防油堤 排水ピット 

どういう作業、動作をしていた時に・どんな場面で 

防油堤 排水ピット内底部バルブ操作時に 

ヒヤッとした・ハッとしたこと

体勢が崩れピット内に転倒しそうになった。 

自分自身の状況 （該当する項目の□をクリック） 

☒ 見えにくかった ☐ 忘れていた ☐ 気が付かなかった ☐ イライラしていた

☐ 知らなかった ☐ 無意識だった ☐ 大丈夫だと思った ☐ 手順を省略した

☒ やりにくかった ☐ 体調が良くなかった ☐ あせっていた ☐ その他（ ） 

原因 イラスト・写真

排水バルブがピット底部

にあり手が届かない為、

不安定な姿勢で操作し

た。 

対策 

バルブ操作用ハンドルを

作製しピット内に設置。 

※スペースが足りない場合はシート 2をご使用ください。

事業所名 バイオマス・熱供給事業部 氏  名 山崎 加門 

職  種 清掃・設備・警備・その他（   ） 性別・年齢 男性 60 歳 

#9
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緊急プログラム

照井 健一 様地方産業安全専門官

東京労働局

ビルメンテナンス業における
転倒災害防止の徹底について

-ビルメンテナンス業で転倒災害が多発しています -
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講 演

矢部 要 様代表取締役会長

株式会社アムテック

ビルメンテナンス業における

化学物質管理のポイント
- 令和 6 年 4 月施行の労働安全衛生法に対して -
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令和６年度 

労 働 安 全 衛 生 大 会 

大 会 宣 言 

 

今年の４月に労災保険率が見直され、ビルメンテナンス業は 13 年ぶりに

1,000 分の 5.5 から 6に引き上げられました。これは、私たちが労働災害防止の

ため、さらなる努力が求められていることを意味します。 

今年度が２年目となる第 14 次労働災害防止計画では、2027 年度までに死亡

災害を５％以上減らし、死傷災害の増加に歯止めをかけることを目標としてい

ます。私たちビルメンテナンス業界はこの目標を受け止め、転倒や無理な動作

といった行動災害の防止、化学物質の適切な管理や外国人労働者への安全教育

の充実など、計画の中で示された重点対策に積極的に取り組みます。 

業界が一丸となり、一人ひとりが健康で安全に働くことができる職場環境の

実現に向けて労働災害防止に邁進することを、ここに宣言します。 

 

令和６年 １０月 １１日 

公益社団法人 東京ビルメンテナンス協会  

会 長  佐々木 浩二 
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１ ビルメンテナンス業界における労働災害及び労災保険収支率の現状と推移 

 

表１ ビルメンテナンス業における労働者数及び労災保険新規受給者数の推移 

(単位：人、％) 

区 分 平成 29年 平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

全 

国 

労働者数 1,130,729 1,137,151 1,155,577 1,172,769 1,149,955 1,153,962 

新規受給 10,832 11,831 12,222 17,192 1,1940 12,572 

割 合 0.96 1.04 1.06 1.05 1.04 1.09 

東
京
地
区 

労働者数 356,887 362,289 378,566 376,699 374,441 376,569 

新規受給 2,530 2,710 2,784 2,546 2,678 2,784 

割 合 0.71 0.75 0.74 0.68 0.72 0.74 

 

 

 

表２ 事故の型別死傷者数(死亡及び休業 4日以上) 

(令和 4年) 

区分 転倒 
墜落 

転落 

動作

の反

動 

挟ま

れ巻

き込

まれ 

激

突 

飛来

落下 

切れ

こす

れ 

激突

され 

崩壊

倒壊 

交通

事故 

その

他 
合計 

人 1,795 662 465 138 231 58 66 76 17 50 101 3,659 

構成 

％ 
4.9 18.1 12.7 3.8 6.3 1.6 1.8 2.1 0.5 1.4 2.8 100.0 

 

 

 

表３ 起因物別死傷者数(休業 4日以上) 

(令和 4年) 

区 分 
動力 

機械 

物上げ

運 搬 

機 械 

その他

の装置 

仮設物 

建築物 

構築物 

物質 

材料 
荷 環境 その他 合計 

人 58 132 746 1,956 79 128 201 359 3,659 

構成％ 1.6 3.6 20.4 53.5 2.2 3.5 5.5 9.8 100.0 

2024 安全大会配布資料 (東京) 
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表４ 年齢階級別死傷者数(休業 4日以上) 

(令和 4年) 

区 分 19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60才以上 合 計 

人 12 122 181 331 679 2,334 3,659 

構成％ 0.3 3.3 4.9 9.0 18.6 63.8 100.0 

 

 

 

表５ 事業場規模別死傷者数 

(令和 4年) 

区 分 1～9人 10～29人 30～49人 50～99人 
100～299

人 

300人 

以上 
合 計 

人 416 541 412 462 915 913 3,659 

構成％ 11.4 14.8 11.3 12.6 25.0 25.0 100.0 

 

 

表６ 労災保険収支率の年度別推移 

(年度：％) 

区 分 平成 29年 平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

全国合計 112.9 119.3 124.2 119.5 124.0 121.2 

東京地区 62.7 64.0 71.6 70.3 69.3 70.8 

保険率 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 

 

 

表７ 労災保険収納率の年度別推移 

(年度：％) 

区 分 平成 29年 平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

全国合計 97.9 98.2 98.2 98.0 98.4 98.5 

東京地区 98.7 98.8 98.8 98.4 98.3 98.6 
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